
平成２９年度 当初予算案

主 要 事 項 説 明 資 料

環 境 部



環境部

事　　　業　　　名　 担当課

環境 １ 　スマート温暖化対策事業費

エ ネ ル ギ ー 政 策 課
循 環 型 社 会 推 進 課
地 球 温 暖 化 対 策 課
特 区 ・ ｲ ﾉ ﾍ ﾞ ｰ ｼ ｮ ﾝ 課
文化学術研究都市推進課
流通・ブランド戦略課

環境 ２ 　環境・エネルギー総合戦略事業費

エ ネ ル ギ ー 政 策 課
循 環 型 社 会 推 進 課
地 球 温 暖 化 対 策 課
特 区 ・ ｲ ﾉ ﾍ ﾞ ｰ ｼ ｮ ﾝ 課
文化学術研究都市推進課
流通・ブランド戦略課

環境 3 　不法投棄等防止対策事業費 循 環 型 社 会 推 進 課

環境 4 　産業廃棄物３Ｒ支援センター事業費 循 環 型 社 会 推 進 課

環境 5 　生物多様性戦略総合対策事業費 自 然 環 境 保 全 課

環境 6 　山陰海岸世界ジオパーク推進事業費 自 然 環 境 保 全 課

環境 7 　「新体感・森の京都」快適観光事業費 自 然 環 境 保 全 課

環境 8 　緊急時モニタリング対策大気モニタ等整備事業費 環 境 管 理 課

環境 9 　京都水道グランドデザイン策定推進費 公 営 企 画 課

環境 10 　マイクロ吞龍１万基構想推進費 水 環 境 対 策 課

環境 11
　＜水道事業会計＞
　府営水道施設更新・耐震化事業費

建 設 整 備 課

環境 12
＜工業用水道事業会計＞
工業用水道施設更新・耐震化事業費

建 設 整 備 課

環境 13

　生活・交通基盤整備事業費
　農林水産業基盤整備事業費
　＜流域下水道事業特別会計＞
　流域下水道建設費

自 然 環 境 保 全 課
水 環 境 対 策 課
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平成２９年度当初予算案主要事項説明

環境部 商工労働観光部 農林水産部

スマート温暖化対策事業費事 業 名

予 算 額 新規・継続の別 新規２６８，０００千円

１ 目 的
京都府地球温暖化対策条例で定める温室効果ガス削減目標の達

成に向け、府内各地域・各分野でスマートな温暖化対策の取組

を実施する。

２ 事業内容
（単位：千円）

236,000事業内容 地域スマートエネルギーマネジメント推進事業費

◆北近畿エネルギー自立ネットワーク推進事業 133,000目 的

[エネルギー政策課、地球温暖化対策課]対 象

◆南部スマートバレー形成推進事業 53,000方法等

[ ]地球温暖化対策課、エネルギー政策課、文化学術研究都市推進課、流通・ブランド戦略課

◆ＥＭＳ導入総合対策事業 50,000

[エネルギー政策課、地球温暖化対策課、特区・イノベーション課]

25,000スマート物流推進事業費

4,000◆宅配システム効率化事業

[地球温暖化対策課]

◆ＩｏＴ・スマート産業廃棄物削減対策事業 21,000

][循環型社会推進課

7,000「府民総活躍」温暖化対策大運動事業費

◆京都府縦断“みんな、笑顔”リレー事業 5,000

[地球温暖化対策課]

◆「WE DO KYOTO！」宣言運動事業 2,000

[地球温暖化対策課]

075-414-4297ｴﾈﾙｷﾞｰ政策課
再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ担当

ｴﾈﾙｷﾞｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ担当

循環型社会推進課 産業廃棄物担当 075-414-4714

地球温暖化対策課 075-414-4708
担当課名 企画担当 課・担当 電話番号

推進担当

特区・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ課 075-414-4849新産業育成・研究開発推進担当
文化学術研究都市推進課 景観・整備担当 075-414-5196

075-414-4968流通・ブランド戦略課 研究普及担当

環境－１



平成２９年度当初予算案主要事項説明

環境部 商工労働観光部 農林水産部

地域スマートエネルギーマネジメント推進事業費事 業 名

新規
予 算 額 新規・継続の別２３６，０００千円 (一部継続)

１ 目 的
府北部・南部地域において、地域特性を踏まえたエネル

（ ） 、ギーの自立 地産地消 に向けた取組を推進するとともに
家庭やビル、工場等各分野のＥＭＳ導入を促進する。

２ 事業内容
（１）北近畿エネルギー自立ネットワーク推進事業費 133,000千円

[エネルギー政策課、地球温暖化対策課]

① ｢府北部地域エネルギー・サービス事業体」の推進(継続)
「京都版シュタットベルケ」の設立に向けた取組推進

② 京都舞鶴港のエコ・エネルギーポート化の推進
ア）エコ・エネルギーポート化に向けたマスタープラン策定

等のレンタルイ）クルーズ客船利用者等に対するＥＶ
事業内容

③ 京都舞鶴港エネルギークラスター事業の推進(継続)
ア）バイオマス発電等の再エネ発電設備整備に対する支援目 的
イ）ＬＮＧインフラ整備やメタンハイドレート実用化促進対 象

方法等

（２）南部スマートバレー形成推進事業費 53,000千円
[ ]地球温暖化対策課、エネルギー政策課、文化学術研究都市推進課、流通・ブランド戦略課

① 自立分散・脱炭素型のエネルギーシステム構築
農業、交通、教育等の各分野が連携し、自立分散・脱炭素

型のエネルギーシステムを構築するための実行計画を策定

② 実行計画推進のための各分野の取組
ア）農業分野…光透過性有機薄膜太陽電池のビニルハウス

栽培への活用等
イ）交通分野…連節バス運行ルートへのバスロケーション

システム導入等
ウ）推進体制…産学公連携による実行委員会を設置・運営

③ 城陽市分散型ｴﾈﾙｷﾞｰｽﾏｰﾄｲﾝﾌﾗﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの推進
マスタープランに基づくエネルギーの面的利用を推進

（３）ＥＭＳ導入総合対策事業費(一部継続) 50,000千円
[エネルギー政策課、地球温暖化対策課、特区・イノベーション課]

新たに集合住宅へのＥＭＳ（エネルギーマネジメントシ
ステム）の導入支援制度を創設

075-414-4297ｴﾈﾙｷﾞｰ政策課
再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ担当
ｴﾈﾙｷﾞｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ担当

地球温暖化対策課 075-414-4708
企画担当

担当課名 推進担当 課・担当 電話番号
特区・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ課 075-414-4849新産業育成・研究開発推進担当

文化学術研究都市推進課 景観・整備担当 075-414-5196

075-414-4968流通・ブランド戦略課 研究普及担当

環境－１－１



平成２９年度当初予算案主要事項説明

環境部

スマート物流推進事業費事 業 名

新規予 算 額 新規・継続の別２５，０００千円

１ 目 的
宅配便配達の効率化によるＣＯ２削減に向けたオープン

型宅配ボックスの導入に対する助成のほか、ＩｏＴ技術を
活用した産業廃棄物の収集効率化によるＣＯ２や最終処分
量の削減に向けた取組を実施する。

２ 事業内容
（１）宅配システム効率化事業費 4,000千円

[地球温暖化対策課]

① オープン型宅配ボックスの設置補助

補 助 対 象 宅配ボックス設置者又は管理者

補 助 率 府１／６（国と合わせて２／３）
事業内容

② 配達効率化協議会の運営
運輸事業者や小売り事業者等、幅広い事業者間での課目 的

題共有と対応等を検討するための協議会を設置対 象

方法等

（２）IoT・スマート産業廃棄物削減対策事業費 21,000千円
[循環型社会推進課]

① スマート・センサーを活用したリサイクルの促進
各産業廃棄物排出事業所のコンテナに設置したセンサ

ーで廃棄物量をモニタリングし、効率的な回収を実現す
ることにより、リサイクルを促進

② ＩｏＴ技術を活用した下水汚泥等リサイクルの促進
産業廃棄物の排出量とリサイクル業者の受入可能量を

クラウド上でリアルタイムでマッチングさせ、リサイク
ルを促進するシステムの実現に向けた取組を実施

③ 産業廃棄物削減対策推進プロジェクトチームの運営
上記に加え、建設混合廃棄物等のリサイクル促進を進

めるためのプロジェクトチームを設置

循環型社会推進課 産業廃棄物担当 075-414-4714

地球温暖化対策課 075-414-4708
担当課名 企画担当 課・担当 電話番号

推進担当

環境－１－２



平成２９年度当初予算案主要事項説明

環境部

「府民総活躍」温暖化対策大運動事業費事 業 名

新規予 算 額 新規・継続の別７，０００千円

１ 目 的
京都議定書誕生２０周年を再出発点とし、次代を担う子

どもたちの環境意識の向上を図るとともに、環境行動の宣

言運動を展開する。

２ 事業内容
（１）京都府縦断“みんな、笑顔”リレー事業費 5,000千円

① 京都府縦断リレーイベント

「もうひとつの京都」事業等と連携し、府内全域で

環境啓発リレーイベントを展開
対 象 子どもを主とした府民全体

内 容 温暖化防止に関する講演・勉強会

展 開 エコキッズ大会(環境活動発表、環境宣言等)

②“みんな、笑顔”プロジェクト事業内容

就学前の子どもたちや保護者を対象とした啓発活動

○笑顔のメッセージ目 的

対 象 保育園児、幼稚園児対 象

内 容 親子で描いた環境に関する絵とメッセージを募集方法等

展 開 リレーイベント、公共施設等で展示

○笑顔の写真

対 象 平成29年(議定書誕生20周年)に生まれた新生児

内 容 新生児の笑顔の写真を募集

展 開 応募写真を用いた環境啓発ポスターを作成･展示

（２ 「WE DO KYOTO！｣ 宣言運動事業費 2,000千円）

京都議定書誕生から20周年を迎え 「WE DO KYOTO!｣、

(環境に良いことしています）宣言運動を展開

対 象 府民全体

「DO YOU KYOTO? （環境に良いことしてますか？）内 容 」

実践している環境行動をに対する答えとして、

「WE DO KYOTO!｣として宣言・登録

宣言者には環境イベント等でオリジナルグッズを贈呈展 開

登録された取組内容はホームページ等で広く情報発信

担当課名 地球温暖化対策課 企画担当 課・担当 電話番号 075-414-4708

環境－１－３



平成２９年度当初予算案主要事項説明

環境部 商工労働観光部 農林水産部

環境・エネルギー総合戦略事業費事 業 名

一部新規予 算 額 新規・継続の別２，０３７，６１０千円

１ 目 的
「エネルギー自給・京都」の実現による安心・安全で持続可能

な社会の構築に向けて、先進的かつ総合的な環境・エネルギー
施策を展開する。

２ 事業内容
（単位：千円）

268,000スマート温暖化対策事業費（再掲・新規）

◆地域スマートエネルギーマネジメント推進事業 236,000
エネルギー政策課、地球温暖化対策課、文化学術研究都市推進課

流通・ブランド戦略課、特区・イノベーション課

◆スマート物流推進事業 25,000
[循環型社会推進課、地球温暖化対策課]事業内容

◆「府民総活躍」温暖化対策大運動事業 7,000
[地球温暖化対策課]目 的

対 象

1,681,000方法等 再生可能エネルギー倍増事業費

◆自立型再生可能エネルギーシステム導入支援事業 181,000
[エネルギー政策課]

◆スマート・エコハウス促進事業 1,500,000
[エネルギー政策課]

10,000水素エネルギー活用社会推進事業費

◆水素インフラ創生事業 10,000
[循環型社会推進課]

78,610省エネ・低炭素化推進事業費

◆事業者ＣＯ２削減対策事業 69,000
[エネルギー政策課、地球温暖化対策課]

◆ＥＶ・ＰＨＶタウン推進事業 9,610
[地球温暖化対策課]

075-414-4297ｴﾈﾙｷﾞｰ政策課
再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ担当
ｴﾈﾙｷﾞｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ担当

循環型社会推進課 循環・ﾘｻｲｸﾙ担当 075-414-4730

地球温暖化対策課 075-414-4708
担当課名 企画担当 課・担当 電話番号

推進担当

特区・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ課 075-414-4849新産業育成・研究開発推進担当
文化学術研究都市推進課 景観・整備担当 075-414-5196

075-414-4968流通・ブランド戦略課 研究普及担当

環境－２



平成２９年度当初予算案主要事項説明

環境部

再生可能エネルギー倍増事業費事 業 名

予 算 額 新規・継続の別 継続１，６８１，０００千円

１ 目 的
2020年度に府内の再生可能エネルギー導入量を倍増（2014

年度比）させ、府内総電力需要の12％(約21億kWh)をまかな

うことを実現する。

２ 事業内容
（１）自立型再生可能エネルギーシステム導入支援事業費 181,000千円

① 家庭向け相談窓口

府内各地域の家電店・工務店員等を「京都再エネコンシ

ェルジュ」に認証し、家庭の再生可能エネルギー設備導入

を促進

② 家庭向け自立型再生可能エネルギー設備設置事業事業内容

太陽光発電設備と蓄電池を同時に導入する場合、市町村

と連携して助成目 的

対 象 対象設備 補助額 補助要件

市町村の太陽光発電設方法等 太陽光発電 １万円／kW (上限４万円)

備補助等への上乗せ蓄電池 ５万円／kWh(上限30万円)

③ 事業者向け自立型再生可能エネルギーシステム導入支援事業

再生可能エネルギー設備及び効率的利用設備を導入する

事業者への助成
対 象 者 中小企業（資本金１億円以下）等

対象設備 再生可能エネルギー設備及び効率的利用設備

補 助 率 １／３（上限500万円）

（２）ス マ ー ト ・ エ コ ハ ウ ス 促 進 事 業 費 1,500,000千円

太陽光発電設備や省エネ設備の設置に対する低利融資
対象設備 太陽光発電設備、家庭用蓄電池、家庭用燃料電池等

融資条件 限度額:350万円 利率:年0.5％ 期間:10年以内(固定金利)

075-414-4297担当課名 ｴﾈﾙｷﾞｰ政策課 課・担当 電話番号
再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ担当

ｴﾈﾙｷﾞｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ担当

環境－２－１



平成２９年度当初予算案主要事項説明

環境部

水素エネルギー活用社会推進事業費事 業 名

継続予 算 額 新規・継続の別１０，０００千円

１ 目 的

水素エネルギーの活用に向け、市町村等と連携し、バイ

オマス水素を生成する最適な仕組みを構築する。

事業内容

２ 事業内容

目 的

関係自治体や事業者等と連携し、食品廃棄物を活用した水対 象

素生成の事業化に向け、具体的な廃棄物回収スキームの構築方法等

及び水素生成に係る設計等を実施

担当課名 循環型社会推進課 循環・ﾘｻｲｸﾙ担当 課・担当 電話番号 075-414-4730

環境－２－２



平成２９年度当初予算案主要事項説明

環境部

省エネ・低炭素化推進事業費事 業 名

継続予 算 額 新規・継続の別７８，６１０千円

１ 目 的

京都議定書誕生の地として、先駆的な省エネ・省ＣＯ２

の取組を推進する。

２ 事業内容

（１）事業者ＣＯ２削減対策事業費 69,000千円事業内容

[エネルギー政策課、地球温暖化対策課]

京都版ＣＯ２排出量取引制度を活用する中小事業者等に目 的

対し、省エネ・節電設備の導入を支援するとともに、大規対 象

模排出事業者への指導・助言を実施方法等

（２）ＥＶ・ＰＨＶタウン推進事業費 9,610千円

[地球温暖化対策課]

ＥＶ（電気自動車）やＰＨＶ（プラグインハイブリッド

自動車）の普及推進を図り、運輸部門のＣＯ２削減を実施

ｴﾈﾙｷﾞｰ政策課 課・担当 電話番号 075-414-4297
再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ担当

担当課名 ｴﾈﾙｷﾞｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ担当

075-414-4708地球温暖化対策課 推進担当

環境－２－３



平成２９年度当初予算案主要事項説明

環境部

不法投棄等防止対策事業費事 業 名

予 算 額 新規・継続の別 継続４０，４３５ 千円

１ 目 的

悪質・巧妙化する不法投棄等を防止するため、監視・指導

の強化を図るとともに、府民ぐるみで早期発見体制を確立し、

不法投棄等を許さない京都府づくりを推進する。

事 業 内 容

２ 事業内容

目 的

（１） 悪質・巧妙化する不法投棄の監視・指導対 象

① 行政指導を無視する等の悪質な不法投棄等事案に対方法等

して、機動班特別チーム（機動班ＳＴ）が集中的に対処

② 産業廃棄物不法投棄等監視指導員を４拠点保健所に12

名配置し、休日も含めた監視指導を実施

（２） 府民、事業者と一体となった取組の推進

産業廃棄物不法投棄情報ダイヤル等による府民等と一体

となった不法投棄の早期発見

担 当 課 名 循環型社会推進課 不法投棄等対策担当 課・担当 電話番号 075-414-4227

環境－３



平成２９年度当初予算案主要事項説明

環境部

産業廃棄物３Ｒ支援センター事業費事 業 名

スリーアール

予 算 額 新規・継続の別 継続４６，８５４ 千円

１ 目 的

産業廃棄物の３Ｒを促進するため、一般社団法人京都府産業廃棄

物３Ｒ支援センターにおいて、産業廃棄物に係る３Ｒ（発生抑制・

再使用・再生利用）の総合支援をワンストップ・サービスで実施する。

２ 事業内容

概 要事 項 [予算内訳]

■減量・リサイクルに係る情報交換や意ネットワーク推進交流事業
見交換を行う協議会（産業界、処理業[300千円]
界、大学研究機関、行政等）を開催

■産業廃棄物の３Ｒに関する企業等への産業廃棄物３Ｒ支援センタ
支援を、ワンストップ･サービスで総ー運営事業
合的に展開していく拠点の運営[20,054千円]

事 業 内 容
【ワンストップ・サービス支援事業】

目 的
対 象 ■府内排出事業者等からの産業廃棄物の(1)ゼロエミッションアド
方法等 ３Ｒに係る相談に対し、専門的知識をバイザー派遣事業

有するアドバイザーを派遣し、取組を[ 3,000千円]
支援

■産業廃棄物の３Ｒに係る処理技術や処(2)産業廃棄物３Ｒ情報等
理業者等の情報を提供し取組を支援提供事業

[ 2,100千円]

■産業廃棄物の３Ｒに係る研究や技術開(3)京都府産業廃棄物発生
発、リサイクル施設等整備、環境配慮抑制等促進事業
製品等の販路開拓に対する支援[20,000千円]

■排出事業者自らが産業廃棄物の３Ｒ及(4)３Ｒ人材育成等支援事
び適正処理に関する意識向上、先進事業
例等を紹介する講習会等を開催[ 1,400千円]

■排出事業者の３Ｒに係る提案者（カウ
ンセラー）となる処理業者の育成

担 当 課 名 循環型社会推進課 産業廃棄物担当 課・担当 電話番号 075-414-4714

環境－４



平成２９年度当初予算案主要事項説明

環境部

生物多様性戦略総合対策事業費事 業 名

予 算 額 新規･継続の別 継続１７，６６９ 千円

１ 目 的

京都の豊かな生物多様性を守り、未来に伝えるため、府民

協働での希少種対策や保全地域の生態系維持回復、外来生物

対策を実施する。

２ 事業内容

（１）生物多様性地域戦略の推進

生物多様性保全セミナーや自然観察会の開催事 業 内 容

（２）絶滅危惧種保全条例に基づく対策目 的

①指定希少野生生物の適正な保全対策対 象

②府民協働による保全活動への助成方法等

（３）歴史的自然環境保全地域の保全対策

保全地域でのナラ枯れ対策等

（４）外来生物対策

①ヌートリアやアルゼンチンアリの防除対策

②外来種データブックの作成

担 当 課 名 自然環境保全課 自然環境担当 課・担当 電話番号 075-414-4378

環境－５



平成２９年度当初予算案主要事項説明

環境部

山陰海岸世界ジオパーク推進事業費事 業 名

予 算 額 新規・継続の別 継続４，６００ 千円

１ 目 的

世界ジオパーク活動のユネスコ正式事業化を踏まえ、兵庫県

・鳥取県と連携し、山陰海岸世界ジオパークの貴重な地質資源や

景観の保全と、観光・ジオツーリズムなど地域振興の取組を展開

する。

事 業 内 容

２ 事業内容目 的

対 象

１ 「山陰海岸ジオパーク推進協議会」に対する負担金方法等 （ ）

（２）ジオサイトの整備・景観保全

府内のジオサイト（見所）の一つである大成古墳等の整備

担 当 課 名 自然環境保全課 自然環境担当 課・担当 電話番号 075-414-4378

環境－６



平成２９年度当初予算案主要事項説明

環境部

｢新体感・森の京都｣快適観光事業費事 業 名

予 算 額 新規･継続の別 新規１２，０００ 千円

１ 目 的

（ ） 、環境に配慮した超小型モビリティ 2人乗電気自動車 等と

地域の自然や文化を音声・動画で紹介するアプリを整備し、

｢森の京都｣エリアの新たな誘客システムを構築する。

２ 事業内容

（１）超小型モビリティ等の整備

超小型モビリティや電動アシスト自転車と、専用タブレ事 業 内 容

ッドで、｢森の京都｣を楽しく快適に、風を感じながら周遊

できる機会を観光客に提供目 的

対 象

（２）みどころエリア紹介動画方法等

｢森の京都｣の豊かな自然や文化を音声・動画で紹介する

アプリ（多言語対応）を制作し、森の京都ＤＭＯや府のホ

ームページ等で幅広く発信するとともに、超小型モビリティ

の専用タブレッドにも搭載

自然環境保全課 自然公園担当 075-414-4706担 当 課 名 課・担当 電話番号
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平成２９年度当初予算案主要事項説明

環境部

緊急時モニタリング対策大気モニタ等整備事業費事 業 名

予 算 額 新 規 ・ 継 続 の 別 新規７１７，４２３千円

１ 目 的

原子力災害時における放射線影響評価のため、大気中の放

射性物質濃度を測定する大気モニタ及び人体への影響が大き

い放射性ヨウ素の大気中濃度を測定するヨウ素サンプラを設

置する。

２ 事業内容

（１）設置機器事 業 内 容

名 称 概 要目 的

対 象

大気モニタ 大気中の放射性物質総量の濃度を測定方法等

（２０台） し、拡散状況をリアルタイムで把握

ヨウ素サンプラ 大気中の放射性ヨウ素の濃度を詳細に測

（１０台） 定し、事故後の被ばく評価に活用

（２）設置場所

高浜発電所及び大飯発電所のＵＰＺ（約５～30km圏内）

担当課名 環境管理課 大気担当 課・担当 電話番号 075-414-4709
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平成２９年度当初予算案主要事項説明

環境部

京都水道グランドデザイン策定推進費事 業 名

継続予 算 額 新規・継続の別１，５００ 千円

１ 目 的

市町村水道事業の厳しい経営状況を踏まえ、将来にわたっ

て安心・安全な水を提供し続ける体制を維持できるよう府域

全体の水道事業の方向性を示す｢京都水道グランドデザイン」

の策定に向けた取組を推進する。

事 業 内 容

２ 事業内容

市町村の意向や実情を踏まえた「京都水道グランドデザイ目 的

ン」の策定対 象

方法等

外部学識経験者により構成される「京都水道グランドデ

△

ザイン検討委員会」（28年度設置）の運営や市町村会議の

開催

市町村水道の基盤強化を図るため市町村が参加する検討

△

会の開催等

水道事業の広域連携や公民連携の促進に向けた取組を実

△

施

担 当 課 名 公営企画課 水資源・水道担当 課・担当 電話番号 075-414-4373
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平成２９年度当初予算案主要事項説明

環境部

マイクロ呑龍１万基構想推進費事 業 名

予 算 額 新 規 ・ 継 続 の 別 継続１０，０００千円

１ 目 的

個人の雨水貯留施設設置に要する経費について市町村と連

携して支援し、府民総ぐるみで「貯める」取組を進め、防災

意識の向上、雨水利用による環境意識向上を図る。

事 業 内 容

２ 事業概要

個人の雨水貯留施設の設置に要する経費の一部を市町目 的

村と連携して支援対 象

方法等

担当課名 水環境対策課 計画担当 課・担当 電話番号 075-414-5209

環境－１０

地方単独事業 雨水事業未実施・休止中団体 1/4 － 1/4 1/2

対　象　市　町　村 個人負担
公　費　助　成

国 府 市町村

交付金事業 下水道雨水事業実施中団体 1/4 1/4 1/4 1/4



平成２９年度当初予算案主要事項説明

環境部

＜水道事業会計＞

府営水道施設更新・耐震化事業費
事 業 名

予 算 額 新 規 ・ 継 続 の 別 継続３，２７８，２００千円

（他に債務負担行為 181,000千円）

予算額
事業名 内容

（千円）

府営水道管路更新事事 業 内 容
1,797,406 宇治系送水管路更新・耐震化

業費 工事
目 的

対 象

方法等

宇治浄水場施設の更新

府営水道浄水場施設 ・ろ過池設備更新工事
1,480,794

更新等事業費 木津浄水場施設の更新

・自家発電設備更新工事

・薬品注入設備更新工事

乙訓浄水場施設の更新

・水質計器更新工事 ほか

担当課名 建設整備課 課・担当 電話番号 075-414-5483
施設整備担当

広域整備担当

環境－１１



平成２９年度当初予算案主要事項説明

環境部

＜工業用水道事業会計＞

工業用水道施設更新・耐震化事業費事 業 名

予 算 額 新 規 ・ 継 続 の 別 継続７３，２００千円

予算額
事業名 内容

（千円）

事 業 内 容

長田野工業団地及び綾部工業目 的

団地へ送水する工業用水道施対 象

工業用水道施設更新 設の更新・耐震化等方法等
73,200

・耐震化事業費
・取水施設耐震化工事 ほか

担当課名 建設整備課 課・担当 電話番号 075-414-5483
施設整備担当

広域整備担当

環境－１２



平成２９年度当初予算案主要事項説明

環境部

生 活 ・ 交 通 基 盤 整 備 事 業 費
農 林 水 産 業 基 盤 整 備 事 業 費

＜流域下水道事業特別会計＞事 業 名

流 域 下 水 道 建 設 費

４，６０８，０６３千円
予 算 額 新 規 ・ 継 続 の 別 継続[他に債務負担行為10,000,000千円]

【公共事業費・単独公共事業費】

（ ）事 業 名 事業主体 予算額 千円

生活・交通基盤整備事業費

（自然公園施設整備費等） 120,664府・市町村

[自然環境保全課、水環境対策課]

農林水産業基盤整備事業費

（農業集落排水事業費） 34,263市町村

[水環境対策課]事 業 内 容

下水道企画調査費等
目 的

9,058対 象 府

[水環境対策課]方法等

流域下水道建設費
4,444,078府

[水環境対策課]

1,200,379
うち いろは呑龍トンネ

ル南幹線

合 計 4,608,063

自然環境保全課 自然公園担当 075-414-4378

担 当 課 名 計 画 担 当 課・担当 電話番号 075-414-5209水 環 境 対 策 課
建 設 担 当 075-414-5212

環境－１３
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